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■ 研究課題名

植物免疫シグナル分子を利用した高精度耐病性植物の創生

■ 研究の目的
　本研究課題では、植物免疫シグナルネットワークの上流に位置する植物免疫因子を用いることにより、効率的に複数の
防御反応を協調的に誘導するシステムを構築する。複合的な耐病性反応の付与により、病原体の新規なレースの発生を抑
えることが可能になる。さらに、植物が共通にもつ耐病性の分子機構の解明により、食用作物だけではなく、新エネルギー
資源として期待されているバイオマス植物の開発のための耐病性技術を提案する。

■ 研究項目・実施体制（◎は研究代表者）
①病原体侵入認識と低分子量 G タンパク質シグナルの解明と応用
　（◎川崎　努／近畿大学農学部）
②植物免疫におけるタンパク質リン酸化機構の解明と応用
　（吉岡博文／名古屋大学大学院生命農学研究科）
③耐病性植物の検定と評価
　（林　長生／（独）農業生物資源研究所 遺伝子組換え研究センター 耐病性作物研究開発ユニット）

■ 研究の内容・主要な成果
①病原菌エフェクターを利用して、病原菌認識から抵抗性発現に至る過程で働く新規な植物免疫因子を発見し、病原菌認

識受容体から信号が伝達される仕組みを解明した。
②低分子量 G タンパク質 Rac の活性化因子を応用することで、耐病性誘導システムを構築することに成功した。
③植物免疫シグナルである ROS や NO が、MAP キナーゼによって制御されるメカニズムを明らかにした。
④ WRKY 型転写因子が MAP キナーゼによってリン酸化される仕組みを解明し、耐病性誘導システムを構築することに成

功した。

■ 今後の展開方向・見込まれる波及効果
　植物免疫因子の活性化を利用して、植物自身が進化させてきた複合的な抵抗性反応を効率よく誘導するシステムを構築
した。また、この技術を利用することで、病原体の種類や病原体の進化に左右されずに持続的な抵抗性を発揮する植物を
創生することができ、食用作物やバイオマス植物の安定生産に大きく貢献できる。さらに、新たに解明した耐病性誘導シ
ステムの活用によって、植物免疫因子を活性化する環境低負荷型農薬の開発も可能となる。
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■ 研究成果の具体的図表
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